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大気中には大小様々なスケールの渦が存在し，その

渦によってエネルギーや物質の輸送が行われている．

しかし，大気中に存在する最小スケールの渦まで捉え

る数値計算は実質的に不可能である．そこで，ラージ

・エディ・シミュレーション（LES）では，ある程度

小さいスケールよりも小さい渦運動の寄与は，慣性小

領域の理論（運動のエネルギースペクトルが波数の

-5/3乗に比例する性質）を利用して表現し，対象とす

るスケール以上の渦変動を含む大気の流れを再現す

る．LESは，境界層での熱や運動量の複雑な輸送過

程の解明に画期的な成功を収め，近年の数値計算手法

の発達とコンピューターの高速化と相俟って，様々な

分野で利用されている．

一方，大気境界層における乱流フラックス観測や

LESを用いた研究から，組織的渦構造が物質やエネ

ルギー輸送の主要な担い手であることが明らかとなっ

た．しかし，大気中の組織的渦の３次元構造や生成メ

カニズム，線形論では説明できない多くの現象につい

てはほとんど解明がなされていない．近年，乱流，エ

アロゾル，雲の発生までをシームレスに観測できる，

３次元走査型のドップラーライダーが用いられるよう

になったことから，LESを用いた計算結果と観測と

の詳細な比較検証が可能となり，大気境界層の構造の

解明が一段と進展することが期待される．

本研究ノートでは，LESの基礎と応用例の一部を

紹介した．本誌を手にされた読者の方々がLESに興

味を持ち，様々な分野にLESを応用することで，新

たな研究展開と更なる改良が進むならば，本号を企画

したものとしては本望である．
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